
 

■ モデル事業の枠組み （事務局試案） 

※ ○印・・・・・・モデル事業実施が可能そうなレベル。 

○ １．農村地域モデル事業（案）：各家庭で取り組める堆肥化が行えるイメージ。 
 
 
 

    

                 
     各種堆肥化手法          家庭菜園等で利用 
 
○ ２．郊外住宅地域モデル事業（案）：中心市街地ではない、住宅密集地域である程度まとまった

単位で堆肥化が行えるイメージ。 
 
 
                        

                           
     大型生ごみ処理機       農家等で利用 

 
３．中心市街地モデル事業（案） ：駅前などの商店街・ビル街でステーシ 

ン収集して堆肥化するイメージ。         
                 ⇔  コスト・規模が大規模になる。 
 
 
  

                                           
                             堆肥化センター        農家等で利用 
   
 

流通・活用 収集・処理 

収集 処理 流通・活用 

収集 処理 流通・活用 

資料３ 



（具体的な課題と対応策の有無） 

 
 主な類型ごとの課題 対応方策等 モデル事業実施細目案
■普及について 

①家庭での知識がない。 
②家庭での堆肥化を行っている

世帯が少ない。 

③現在の生ごみの処理に係る費

用が理解されていない。 

・市の広報、自治会の回覧板、市民による

勉強会を行い、知識等の普及を図る。 

・廃棄物会計の導入 

・各人の意識改革 

・市から補助と指導があることを知れば、

堆肥化をする世帯は増える。 

■家庭での実践について 

①住宅事情や衛生面などの不安

から取り組めない市民が多い。 

・各戸にふさわしい方法を選択して解決へ

・室内でできるコンポストの紹介や環境部

に相談コーナーを設ける。  

 

 

 

 

 

 

１ 

 

■出来た堆肥の活用について 

①出来た堆肥の活用 

・フラワーガーデンや公園、NPO 法人と 

連携。 

流通：遊休農地の確保（行政）又は農家と

契約 

 

対象地区：       

 

設備：家庭用生ごみ処理機

   行政貸与又は補助 

設置場所： 各家庭   

 

管理： 個人      

 

運営： 個人      

 

費用：個人購入（補助あり）

 

 

■普及について 

①有効活用できる生ごみが分か

らない。 

②生ごみ堆肥化の意義が理解さ

れていない。 

③各家庭で取り組めない人がい

る。 

④生ごみ堆肥化の協力者 

・市の広報でわかりやすく説明する。 

・各自治会を通してもっと勉強会を増やす

・生ごみを分別した方が得になるシステム

・環境関係のイベントで普及と啓発を行

う。 

・実態を把握する必要がある。 

・抗酸化バケツ、EM 菌ぼかしの利用など

・市民への理解、協力要請 

■分別について 

①生ごみのストック方法 

②異物の混入 

③生ごみの分別協力 

・異物が混入できないことを明記する。 

・自治会単位で実施するか管理者を募集す

る。 

■実施主体について 

①誰が管理するのか 

・地域の中に良いリーダーがいること。 

・シルバー人材等の利用 

■モデル事業の実施について 

①モデル事業の規模 

・農業地域で実施（久野地域等） 

・単位自治会単位。 

・顔の見える範囲で実証実験を行う。 

■出来た堆肥の活用について 

①出来た堆肥の活用 

・使用農産物の特定支援、ブランド化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

  

 

対象地区：       

 

設備：大型生ごみ処理機 

   行政貸与 

設置場所：       

 

管理：         

 

運営：         

 

費用：行政からの支援 

 

流通：遊休農地の確保（行

政）又は農家と契約

■収集方法について 

①ステーション収集 

・ステーションに大型バケツを設置し、各

自で投入する。 

■設置費用について 

 

・輸送コストを出来るだけ抑える。 

 

■設置場所について 

①維持管理費 

②誰が管理するのか 

・シルバー人材センター等の利用 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

■出来た堆肥の活用について 

①出来た堆肥の活用 

・使用農産物の特定支援、ブランド化 

・成分により偏りが見られるので、他の有

機物との混和及び 2次発酵 

 

 

 

 

対象地区：       

 

施設：堆肥化施設 

  

設置場所：       

 

管理：         

 

運営：         

※来年度のモデル事業は難

しいと思われる。 

 
 

 


